西病棟チームカンファレンス記録
	A.O.M
	S.G.M

	
	


平成30年9月24日(月）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会・記録：柴田　南緒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	高橋
	赤坂
	松沢
	澤田
	神林
	柴田
	北城
	松下
	岩藤
	橘
	加藤

	  ○
	  休
	 年
	休
	休
	○
	  ○
	明け
	明け
	　休
	準

	石橋
	原田
	油津
	大谷地
	藤田

	準
	休
	業務
	○
	留守


＜病棟連絡事項＞
・特になし。
＜患者様連絡事項＞

・平野　稔様～３回目の外泊訓練を終え帰院しています。明倫寮では入所可能との事ですが、外泊中に他利用者様に横柄な態度をとる行動があったため、本人・家族には入所可能ということはまだ伝えていません。
　　　　　　　面談を調整したため(10/1(月)15：00～)その際に計画相談員の森さんから伝える予定となっています。
　　　　　　　※詳細は電子カルテの報告記事を参照してください。

　　　　　　　

・小向　静江様～左臀部に6×7㎝の真皮まで深さの褥瘡あり。漿液性の浸出液や出血あり。創部は洗浄しガーゼで保護しています。皮膚科診察時に診てもらってください。
＜退院支援状況＞
・成田　尚史様～9/26に青山荘・青陽館の体験利用を行い、9/28に退院予定となっています。
・山本　久美子様～明日自宅に退院予定です。
・平野　稔様～10/1に面談を実施し、退院日なども決定していく予定です。
＜要注目患者様ケース検討＞
・小向　静江様～昨日より発熱あり、本日38℃台まで上昇しています。感冒症状はありません。安静とクーリングを促していますが出来ず、常に詰所前に立っている状況です。左記の事を深澤Drへ報告し、発熱時 アンヒバ坐薬(200)挿肛の指示いただき、発熱時 アンヒバ坐薬(200)1個挿肛しています。
また本日で排便-6日目のため便秘時 センナリド2T服用しています。

食事は数口～1/3程度摂取しています。水分と食事は摂取出来るよう介入

していきましょう。








・佐々木　睦子様～本日２回失禁しています。体熱感あり、体温測定すると37.5℃、鼻汁や咳嗽あり、頭部クーリング施行し様子観察しています。

・田村　真紀子様～棟内落ち着きなく徘徊し、スタッフの後を追いオートドアから出ようとすることあり介入しています。所在確認と本人の行動に注意していきましょう。





